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 要  旨 
 近年、コンピュータを用いた人間の協調活動支援技術としての「グループウェ
ア」の登場により、コンピュータは個人の知的生産活動支援から、グループ全体
へのメディアとしても利用されつつある。協同作業の典型例である会議も、近年
ではコンピュータを用いた支援が行われているが、現状ではプレゼンテーション
ツールを使用して、会議資料を共有するという簡単な情報共有が可能な程度で、
活発で有意義な会議にする為に積極的な電子的支援はほとんど行われていない。 
 本研究ではまず、現状の会議を分類し、支援対象を対面で行われる問題解決会
議として、従来研究の調査から、現状の会議支援システムの問題点を分析した。
その結果、従来の会議履歴を用いた、対面での会議支援システムは、リアルタイ
ムでの支援が出来ない。また、従来システムが提供する機能の一つである会議の
履歴映像を再生する際も、対面会議の特徴である、議論の場の雰囲気が考慮に入
れられていなかった。また、履歴映像にアクセスする際も、会議の参加者が直感
的に覚えている事を利用してのアクセスが行えていなかった。 
 そこで、本研究では対面会議の特徴を生かした、会議履歴映像へのアクセスと、
過去の議論の場の雰囲気を失わずに履歴を再生する機能を備えた、リアルタイム
の対面会議支援システムの構築を目指した。 
 本システムの構築の為に必要な、機能の設計を行い、設計に基づいて、各機能
の実装を行った。 
議論状況を付加した、タイムライン表示機能は、ホワイトボードを中心とする会
議風景を、一定時間間隔で撮影し、そのサムネイルの上に、経過時間を表示させ
た。 
自動履歴データ管理機能は、参加者の顔を検出してトピックを抽出し、ホワイト
ボードの前の時間経過の風景の差分を計算して、対応付けた。リアルタイムでの
履歴アクセス機能は、通常と履歴の2つのモードを用意する事で実現した。場の雰
囲気を失わない履歴再生機能は、履歴映像データを実物大の大きさで、議論して
いた場所に投影する事で実現した。議論している場の雰囲気を失わない様に、シ
ステムを操作するインタフェースは実世界の指し棒で行えるようにした。 
 最後に、システムの有用性を検証する為に、実際の会議実験を行い、本システ
ムを用いた新しい会議の形を示した。 
 
